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名
張
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、「“
つ
な
が
り
”

を
実
感
で
き
る
暮
ら
し
創

り
」
を
基
本
目
標
と
し
た

第
2
次
名
張
市
地
域
福
祉

活
動
計
画
を
策
定
し
、
平

成
24
年
度
よ
り
本
会
の
持

つ
地
域
福
祉
活
動
機
能
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
子
育

て
支
援
か
ら
在
宅
介
護
療

養
支
援
を
含
め
た
“
総
合

力
”
に
よ
っ
て
、「
制
度

や
専
門
職
だ
け
で
は
支
え

ら
れ
な
い
」「
地
域
社
会

の
理
解
や
協
力
が
な
い
と

支
え
ら
れ
な
い
」
人
へ
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
新
た
な

会
員
制
度
に
基
づ
き
、
住

民
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
住
民
と
と
も

並
び
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
通
し
て
地
域
福
祉

を
推
進
し
ま
す
。

①
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
事
業
の
推
進

②
住
民
と
と
も
に
、
人
と

人
、
人
と
地
域
、
世
代
間

を
つ
な
ぐ
取
り
組
み

【
申
込
み
方
法
】

　
所
定
の
申
込
書
類
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ

助
成
対
象
団
体

①
名
張
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
組
織
構
成
会
員
で
あ

る
団
体
、
地
域
づ
く
り
組

織
、
又
は
福
祉
協
力
校
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団

体
は
、
名
張
市
ボ
ラ
ン
テ

に
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

体
制
を
よ
り
確
固
た
る
も

の
と
す
る
よ
う
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
地
域
福
祉
に
取
り
組

ー
ド
可
）
に
必
要
書
類
を

添
え
て
、
5
月
31
日
ま
で

に
名
張
市
社
会
福
祉
協
議

会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
審
査
・
決
定
】

　
助
成
金
の
適
正
な
配
分

を
行
う
為
、
各
財
源
に
基

む
あ
ら
ゆ
る
団
体
や
機

関
、
住
民
と
つ
な
が
り
あ

い
、
共
に
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
る
、
総

合
的
支
援
体
制
を
目
指
し

づ
い
た
審
査
機
関
で
6
月

に
審
査
を
行
い
、
助
成
可

否
な
ら
び
に
助
成
額
を
決

定
し
、
申
込
団
体
へ
通
知

　
日
頃
、
在
宅
で
介
護
を

し
て
い
る
家
族
の
方
、
同

じ
介
護
者
仲
間
と
一
緒
に

介
護
で
の
悩
み
や
体
験
を

話
し
合
い
な
が
ら
交
流
を

名
張
市
在
住
の
方
（
被
介

護
者
と
の
続
柄
は
問
い
ま

せ
ん
）

【
日
時
】
6
月
19
日
（
火
）

午
前
11
時
～
午
後
2
時
半

【
場
所
】
日
本
料
理　
料

り
喜
（
伊
賀
市
上
野
恵
美

須
町
）

【
参
加
費
】
お
一
人
3
千

円【募
集
人
員
】
15
人
（
先

着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）　

【
申
込
み
方
法
】
6
月
12

日
（
火
）
ま
で
に
名
張
市

社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
参
加
費

　
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
、
宮
城
県
石
巻
市
を
メ
イ
ン
ロ
ケ
地
に

制
作
さ
れ
た
話
題
の
作
品
が
、
名
張
市
松

崎
町
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
ホ
ー
ル
で
上
映
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
！

　
こ
の
作
品
を
と
お
し
て
、
東
北
の
被
災

地
へ
の
支
援
の
心
を
つ
な
げ
て
ゆ
き
た
い

と
、
全
国
各
地
で
上
映
活
動
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
場
券
1
枚
に

ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
自
治
体
等

の
財
政
的
制
約
等
が
あ
る

中
で
、
必
要
と
さ
れ
る
支

援
や
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
・
継
続
的
に
提
供
で
き

る
よ
う
、
第
2
次
発
展
強

化
計
画
（
経
営
計
画
）
を

策
定
し
、
中
長
期
的
な
経

ん
で
い
る
団
体
。

※
①
か
ら
④
以
外
に
も
必

要
な
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

参
加
者
募
集

「
ビ
リ
ヤ
ー
ド
大
会
」

【
参
加
対
象
者
】
名
張
市

に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
方

深
め
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
者
】
現
在
、
家
庭

に
お
い
て
高
齢
者
・
障
害

者
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る

【
日
時
】
5
月
26
日
（
土
）

9
時
～

【
募
集
期
間
】
5
月
25
日

（
金
）
迄

【
参
加
費
】
無
料
（
施
設

利
用
料
2
0
0
円
必
要
）

参
加
を
希
望
さ
れ
ま
す
方

は
、
直
接
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
」
事

務
所
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
◇

「
マ
シ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室
」
の
参
加
者
の
募

集
を
6
月
に
行
う
予
定
で

す
。
詳
細
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
ほ
ほ
え
み
」
の
発
行
と
　
　
マ
ー
ク
の
事
業
に

は
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
の
一
部
を
活
用

し
て
い
ま
す
。

次
号
は
7
月
14
日
を
予
定
し
て
い
ま
す

老人福祉センター
「ふれあい」
☎63・7397

名張市善意銀行

■保育園
☎63・1767

■マイ保育ステーション
☎64・5800

登
録
で
き
る
方

よく寝て、よく食べ、
よく遊ぶ子どもたち

新芽とともにスタート

マイ保育ステーション

全国でキャンペーン展開

名張市丸之内に開所
「かざみどり」

平成24年度

昭和保育園 
名張市丸之内67-10

ロケ地  宮城県石巻市

地域の福祉活動を応援します

“総合力” のある地域福祉活動機能を

ボランティア活動　 いきいきサロン　　配食ボランティア活動

名張で6月8、9日   前売り発売中

お願い

居宅介護支援事業所
「ふれあい」（相談援助）

ケアマネジャーがケアプラン
の作成や、介護保険に関する
相談にお応えします。
☎ 63・1441	

通所介護事業所
「ふれあい」（在宅介護）

可能な限り在宅での生活が
可能となるように支援します。

介護や療養で困りごと、相談ごと等
お気軽にご相談ください。

介護認定を受けられた方が通所で入
浴、昼食、レクリエーション等、楽
しく過ごしていただけけるところで
す。☎ 63・1207

　「地域福祉活動助成事業」は誰もが住み慣れたと
ころで安心して暮らしていくために名張市内で活動
している“身近な地域における福祉課題への取り組
み”を地域全体で支援するしくみとして、活動と財
源をつなげ住民の“応援しよう”という気持ちを育
み、地域福祉の増進を図ることを目的としています。
　この助成事業では、財源である「社協会費」、「共

訪問看護ステーション
「ふれあい」（在宅療養）

看護師が主治医の指示に基づ
き、ご自宅での療養生活を支
えます。
☎ 64・4913	 	

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
い
る
こ
と
。

③
前
年
度
に
お
い
て
、
共

同
募
金
運
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
た
団
体
。

④
名
張
市
に
活
動
拠
点
を

置
き
、
名
張
市
の
福
祉
増

進
を
図
る
事
業
に
取
り
組

▲

給
食
職
員
に
よ
る
手
作
り
の
給
食

を
毎
日
お
い
し
く
頂
い
て
い
ま
す

・未就園の子どもさんのいらっしゃ
るご家庭
・妊婦さん
《妊娠中》育児体験・育児相談・育
児講座等に参加できます。
《出産後》育児相談・育児講座・親
子交流等に参加できます。
※いずれも母子手帳をお持ちくだ
さい。登録は無料です。印鑑をお持
ちください。

　「心身ともに健康な子ども～よく寝て、
よく食べ、よく遊ぶ子ども～」の保育目標
のもと、新年度が始まりました。園庭のひ
めりんごの新芽も芽吹き、希望あふれるス
タートとなりました。

イ保育ステー
ション「かざ

▲

平成 23 年度の使いみち

あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

マ

▲昨年度の様子

B ＝地域見守り配食事業
C ＝ひとり暮らし高齢者のつどい

A、D ＝地域見守り事業（いき
いきサロン）

社
協
会
費
の

ご
協
力
の
お
願
い

　
名
張
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
社
会
福
祉
に
関

心
を
も
ち
、
社
協
の
趣
旨

目
的
に
賛
同
し
て
く
だ
さ

る
住
民
の
皆
さ
ま
や
団
体

に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
地
域
福
祉
を
推
進
し

て
い
く
為
の
財
源
と
し

て
、
会
費
の
納
入
の
他
、

社
協
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
平
成
24
年
度
の
社

協
会
費
は
、
実
績
の
50
％

を
各
地
域
づ
く
り
組
織
に

地
域
活
動
資
金
と
し
て
配

分
し
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
方
に
当
協
議
会
事
業

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会

員
と
し
て
ご
加
入
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
平
成
24
年
度
社
協
会
費

　
赤
十
字
は
、
毎
年
5

月
を
「
赤
十
字
運
動
月

間
」
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
は
赤
十

字
の
事
業
や
社
資
（
活
動

資
金
）
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
赤
十
字
活
動
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
国
的
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す

る
も
の
で
す
。
赤
十
字
の

行
う
人
道
的
事
業
の
財
源

は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
社
資
（
活
動
資
金
）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
社
資
と
寄
付

金
は
、
次
の
よ
う
な
活
動

力
を
い
た
だ
き
、
赤
十
字

社
員
に
ご
加
入
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
日

本
赤
十
字
社
三
重
県
支
部

　
名
張
市
地
区
事
務
局　

名
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
63
・
1
1
1
1

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
災
害
救
護
活
動

●
国
際
救
援
事
業

●
医
療
事
業

●
看
護
師
養
成
事
業

●
血
液
事
業

●
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
青
少
年
赤
十
字

●
救
急
法
な
ど
の
講
習

　
こ
の
運
動
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
一
世
帯

あ
た
り
5
0
0
円
の
ご
協

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
未

曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た

東
日
本
大
震
災
へ
の
救
援

活
動
に
引
き
続
き
、
復
興

支
援
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

　
被
災
地
で
は
、
徐
々
に

③
生
活
保
護
受
給
者
・
ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
層
へ
の
支

援
介
護
支
援
部
門

　
介
護
予
防
か
ら
介
護
や

療
養
を
必
要
と
し
て
い
る

市
民
の
方
が
、「
可
能
な

限
り
在
宅
で
の
生
活
が
可

能
と
な
る
」
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
を
専
門
職
員
に
よ
っ

て
提
供
し
ま
す
。

①
居
宅
介
護
支
援
事
業

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
等
）

②
訪
問
看
護
事
業

（
在
宅
で
の
療
養
生
活
支

援
）

③
通
所
介
護
事
業

営
基
盤
・
組
織
の
あ
り
方

等
の
見
直
し
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。　
　
　
　
　

重
点
目
標

　
▼
地
域
の“
つ
な
が
り
”

が
広
が
り
、“
あ
ん
し
ん
”

し
て
暮
ら
す
た
め
の
福
祉

▼
平
成
23
年
度
ご
協
力
い

た
だ
い
た
会
費
の
内
訳

合
的
な
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え

た
人
へ
の
支
援
に
む
け
、

総
合
的
な
支
援
体
制
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

①
権
利
擁
護
に
関
す
る
支

援②
福
祉
資
金
貸
付
に
関
す

る
支
援
と
住
宅
入
居
保
証

事
業
の
検
討

（
在
宅
で
生
活
を
続
け
る

為
の
サ
ー
ビ
ス
）

④
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
推
進
事
業

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

介
護
予
防
）

保
育
園
部
門

　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
種
類

・
世
帯
会
員
一
口
3
0
0

円
（
全
世
帯
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
）

・
賛
助
会
員
一
口
5
千
円

（
個
人
や
法
人
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
）

区分 金額
一般会費 604 万 3,993 円
特別会費 3万円
賛助会費 2万円
合計額 609 万 3,993 円

　平成 24 年 1 月 15 日
　　　　　　　　～ 3月 31 日にご寄付頂いた方
◇現金口座◇	 	 	 	
一金　6,300 円
一金　2万円
一金　5,000 円
一金　1万円
一金　5万 3,530	円
一金　1万 750 円

あたたかい善意ありがとうございました

匿名
三重県商業協同組合
退女教名賀支部　ながつき会
松阪友の会　名張方面
ユニー株式会社
匿名

社
協
活
動
を
応
援

　
　 

　
し
て
く
だ
さ
い

会
員
制
度
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

在
宅
介
護
者
の
集
い

参
加
者
募
る

6
月
19
日

「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓
子
放
浪
記
」上
映

東
日
本
大
震
災  

復
興
支
援
続
く

つ
な
が
り
を
実
感
で
き
る
暮
ら
し
創
り

5
月
は
「
赤
十
字
運
動
月
間
」

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

誰
も
が  

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で  

安
心
し
て  

自
分
ら
し
く  

暮
ら
せ
る  

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

新
会
員
制
度
で
住
民
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

助
成
金
の
申
込
み
を
受
付
け

■
助
成
事
業
及
び
助
成
基
準

※その他にイベント開催事業やひとり暮らし高齢者のつどい事業等の助成事業があります。事
業内容・助成基準等についての詳細は、お問い合わせください。

名張市内において継続的かつ
定期的に行う福祉ボランティ
ア活動 ( ただし、学習会や会
合は除く )

助成事業名【対象団体】　   財源　　　　　事業内容　　　　       助成基準・金額　　　　

◎平成24年度　名張市社会福祉協議会予算　　　　　　　　　　　　　（千円）

★事業計画・予算の詳細はホームページでも
ご覧いただけます。
http://www.nabarishakyo.jp/profile/j_keikaku/
index.html

ボランティア活動事業
【ボランティア団体（法
人を除く）】

共同募金 年間 24 回以上
上 限 40,000 円 と し、
取り組み内容に応じて
助成

地域見守り配食事業
【配食ボランティアグ
ループ】

共同募金 自宅に定期的に手づくりのお
弁当を届けることによって高
齢者や障害者を地域で見守る
活動

対象者への年間配食数
× 100 円
上限 500,000 円

地域見守り事業
【いきいきサロン】

共同募金 地域で孤立・孤独を防ぐため
高齢者や子育て中の親子、障
害者等を対象に身近な地域で
定期的に集まる居場所づくり
に取り組む事業

年間 24 回以上
上 限 45,000 円 と し、
取り組み内容に応じて
助成

当事者・家族会活動事
業
【障害当事者及び介護
者等の家族会】

善意銀行 名張市内において年間を通じ
て定期的に行われる障害当事
者及び介護者等の家族が行う
生活・自立支援、社会参加等
を広めるための事業

年間 24 回以上
上 限 40,000 円 と し、
取り組み内容に応じて
助成

【
期
間
】
5
月
7
日
か
ら
31
日
ま
で

つ
き
1
0
0
円
が
、
東
日
本
大
震
災
の
義

援
金
と
し
て
宮
城
県
民
の
会
が
設
立
し
た

「
エ
ク
レ
ー
ル
基
金
」
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

▼
上
映　
平
成
24
年
6
月
8
日
（
金
）、

9
日
（
土
）
両
日
と
も
1
日
3
回
の
上
映

予
定
①
午
前
10
時
30
分
～
②
午
後
2
時
～

③
午
後
6
時
30
分
～

▼
入
場
料
前
売
券　
一
般
千
円
（
当
日
一

般
1
5
0
0
円
）、
小
中
高
生
8
0
0
円

　
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
等
、
お
問
い
合
わ

せ
は
映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓
子
放

浪
記
」
名
張
市
上
映
実
行
委
員
会
事
務

局
（
名
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
☎
63
・

1
1
1
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

生
活
支
援
部
門

　
権
利
擁
護
・
法
人
後
見

事
業
、
福
祉
資
金
貸
付
事

業
、
自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
3
つ
の
分
野
で
の

各
種
相
談
等
を
整
理
統
合

し
、
新
た
な
機
能
充
実
に

取
り
組
み
、
公
的
機
関
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
複

力
を
高
め
ま
す
。

　
▼
子
育
て
支
援
か
ら
介

護
支
援
ま
で
、
暮
ら
し
に

あ
わ
せ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

　
▼
多
様
な
住
民
層
が
参

加
・
参
画
し
た
社
協
組
織

を
つ
く
り
ま
す
。

　
▼
安
定
し
た
組
織
運
営

を
継
続
す
る
た
め
、
信
頼

さ
れ
、
効
率
の
よ
い
経
営

を
確
立
し
ま
す
。

部
門
別
事
業
計
画

地
域
福
祉
部
門

　
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
住
民
に
よ
る
活
動
支
援

同募金」、「善意銀行」といった住民の皆さんによる
善意の募金・寄付等がどのような目的で、どのよう
に使われているかなどを明確にし、そして助成を受
けた団体と活動啓発に取り組みます。“社協や各地
域・ボランティア等が取り組む地域福祉活動の理解
者と協力者”を広げていくための事業として推進し
ていきます。

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
地
域

福
祉
課
☎
63
・
1
1
1
1

の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
、

子
ど
も
が
意
欲
的
に
関
わ

れ
る
環
境
の
中
で
同
年
齢

や
異
年
齢
の
友
だ
ち
と
の

遊
び
を
通
し
て
体
力
・
意

欲
を
育
て
、
友
だ
ち
と
感

じ
あ
え
る
よ
う
に
保
育
の

質
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

①
運
営
体
制
の
強
化

②
特
別
保
育
事
業
の
強
化

③
マ
イ
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
開
設総

務
部
門

　
法
人
組
織
の
適
切
な
運

営
を
中
心
的
に
担
い
、
執

行
機
関
と
し
て
の
役
員
等

と
連
携
し
て
、
財
務
管
理

や
労
務
・
人
事
管
理
も
含

め
た
各
部
門
の
総
合
的
な

調
整
な
ど
の
組
織
管
理
を

行
い
ま
す
。

①
組
織
経
営
管
理
体
制
の

強
化

②
新
会
員
制
度
に
沿
っ
た

社
協
会
員
の
増
強

③
人
事
考
課
制
度
の
試
行

的
実
施

④
と
れ
た
て
名
張
交
流
館

運
営
協
議
会
へ
の
参
画

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ご
不
明
な
点
な
ら
び

に
詳
細
に
つ
い
て
は
、

地
域
福
祉
課
（
☎
63
・

1
1
1
1
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

会費

分担金

受託金

事業収入

貸付事業等

共同募金配分金

介護保険収入等

運営費収入

私的契約利用料

財務積立預金取崩収入

その他

収入合計

補助金

助成金

6,093

1,630

101,152

10,273

2,200

9,030

116,137

160,010

1,200

5,860

10,242

514,145

89,418

900

収 

入

法人運営事業

地域福祉増進事業

善意銀行

共同募金配分事業

福祉資金貸付事業

老人デイサービス事業

昭和保育園事業

総合福祉センター管理運営事業

訪問看護事業

居宅介護支援事業

支出合計

前期末支払資金残高

当期資金収支差額

当期末支払資金残高

成年後見事業

福祉サービス利用援助事業

高齢者の生きがいと健康づくり推進事業

47,867

41,593

1,100

9,030

5,508

60,108

163,120

49,318

28,600

25,983

502,396

90,975

11,749

102,724

2,888

25,551

41,730

支 

出

平成24年度　地域福祉活動助成事業みどり」は、平日
の午前 9時から午
後 4 時までの間、
いつでも自由に親
子でご利用いただ
けます。おもちゃ
で遊んだり、絵本
を見たり、利用者
同士の交流ができ
ます。また、子育
てに関する相談も

できます。ぜひ、遊びにお越しください。
なお、マイ保育ステーションは、登録制と
なっています。

復
興
に
向
け
て
の
動
き
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
い
ま

だ
に
多
く
の
方
た
ち
が
困

難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
現
状
か
ら
、
引
き
続
き

復
興
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

各地域の福祉活動
3,021,970 円（約 49・6 ％）
※地域づくり組織に配分

法人運営
1,803,017 円

（約 29・6 ％）

地域福祉の推進
1,269,006 円

（約 20・8 ％）

　
本
年
度
か
ら
、
地
域
住

民
団
体
福
祉
関
連
分
野
、

地
域
福
祉
の
推
進
に
必
要

な
団
体
・
法
人
に
「
組
織

構
成
会
員
」
と
し
て
ご
加

入
い
た
だ
き
、
社
協
事
業

に
ご
参
画
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
社
協
の
運

営
に
つ
い
て
な
ど
の
重
要

事
項
の
決
定
に
も
ご
参
加

い
た
だ
く
理
事
や
評
議
員

は
、「
組
織
構
成
会
員
」

か
ら
選
出
さ
れ
る
し
く
み

と
な
り
ま
す
。
多
く
の
団

体
、
法
人
の
ご
加
入
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

B

D

A

C


